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第31回ゼオライト研究発表会報告

東京大学大学院工学系研究科 
大久保・脇原研究室　D1　飯田剛之

第31回ゼオライト研究発表会は平成27年11月26

日，27日の二日間にわたり鳥取県鳥取市とりぎん
文化会館にて開催されました。全国から184名（会
員93名，非会員6名，学生39名，招待講演者5名な
ど）の参加者が集まり，例年通り3会場（A, B, C）
に分かれて発表が行われました。今回の講演の内訳
は総合講演12件，一般公演60件，特別企画3件の
合計75件の研究発表と2件の特別講演が行われ，活
発な発表及び質疑応答が行われておりました。私も
含めた学生の発表では諸先生方から多くのコメント
をいただくことができ，科学的なディスカッション
を通じて自分の研究の課題について再認識させられ
ました。一学生として御礼申し上げます。
今年度の特別講演ではまず東京大学生産技術研究
所の小倉賢准教授が「ゼオライトの特徴を活かした
ディーゼル自動車排ガスのクリーン化」という題目
でご講演されました。小倉先生の発表ではゼオライ
トを自動車排ガス触媒として応用する際の技術的な
課題やそれに対する実験・理論的検討について紹介
されておりました。窒素酸化物が希薄にしか存在し
ないという困難な反応条件下で最適なシステムを構
築しようとする試みにゼオライトの重要性を再認識
しました。
二つ目の特別講演では北海道大学触媒研究セン
ターの福岡淳教授が「多孔性固体触媒によるバイオ
マス変換と食品貯蔵」という題目で発表をなされま
した。この講演を通じてこれまで福岡先生が取り
扱ってこられた固体触媒研究（Pt担持メソポーラス
シリカを用いたエチレン分解や炭素系固体酸を用い

た木質系バイオマスの分解処理など）について学ぶ
ことができました。ゼオライト研究を行っていると
どうしてもゼオライトに関することのみを考えがち
ですが，本発表は他の触媒材料と触れあえる格好の
機会となりました。
このほかにも今発表会では特別企画「鳥取・島根
のゼオライト研究最前線」が初日の午後にB会場で
行われ，鳥取大の伊藤先生，木下先生及び島根産業
技術センターの田島先生からゼオライトやその他多
孔質材料を応用した様々な研究についての発表がな
されました。
ゼオライトに関する勉学と鳥取の蟹とで学問・食
欲の秋を十分満喫し，鳥取空港から帰京の飛行機に
乗ることができました。来年はまた船堀タワーホー
ルで研究発表を聴講できるものと今から大変楽しみ
にしております。
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小倉先生の特別講演


